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評価結果の総合所見 

本テーマは、安価に合成できるラセミ体を出発原料とし、高純度で付加価値の高いキラル化合物を

環境調和的に創出できる新規なシステムの開発するものである。 

当初の目標は達成しているが、競合優位性の面から実用化に向けては課題が残った。今後の取り

組み次第ではイノベーション創出の可能性がある。 

光ラセミ化の適用領域を広げたこと、適用できない条件を明らかにしたこと等、生産効率の向上を確

認したことも評価できる。 

一方、適用可能な化合物から合成し得る医薬品について、市場規模やインパクト等は必ずしも明確

となっていない。製薬企業と連携して、本技術が適する工程等の検討、必要とされている光学活性薬

品の明確化と開発の注力等を踏まえて研究開発を進めて頂きたい。 
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